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Trigger line
・Wire信号：R方向信号
・Strip信号：φ方向信号

・Sector Logic
　R、、、、φφφφ信号信号信号信号からからからからpTをををを判定判定判定判定
　　　　高高高高pTイベントイベントイベントイベントをををを選別選別選別選別
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Trigger Sector & Region Of Interest

ROI

ηηηη

φφφφ

Trigger Sector
Endcap

・φ方向にホイールを
48分割した扇
・1.05>|η|>1.92に配置

Forward

・φ方向にホイールを
24分割した扇。
・ 1.92>|η|>2.40に配置

　Region Of Interest ( ROI )

　トリガーセクターにおいて
　φφφφ方向方向方向方向、、、、ηηηη方向方向方向方向にににに約約約約
0.03ずつにずつにずつにずつに分割分割分割分割されたされたされたされたトリトリトリトリ

ガーガーガーガー単位単位単位単位

　　　　LVL2 Triggerで使われる位
置情報にもなる

ROI Number

Endcap ： 0-147
Forward ： 0-63
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横方向運動量判定横方向運動量判定横方向運動量判定横方向運動量判定
TGCで測定されたμのR情報、φ情報から運動量を概算

LVL1 Acceptを発行する

Forward

Endcap

測定μ

無限運動量μ
・無限運動量μと測定μを
比較する。

・Pivotプレーンの位置情報

から無限運動量の場合の飛
跡を決定。

・無限運動量μとのR、φの
磁場による飛跡のズレ（⊿R、

⊿φ）を測定。

・・・・⊿⊿⊿⊿R、、、、⊿⊿⊿⊿φφφφのののの値値値値からからからから横横横横
方向運動量方向運動量方向運動量方向運動量（（（（pT））））をををを概算概算概算概算、、、、
高高高高いいいいpTをををを持持持持つつつつμμμμをををを選別選別選別選別

↓↓↓↓

Sector Logicのののの役目役目役目役目



LUT によるによるによるによる横方向運動量判定横方向運動量判定横方向運動量判定横方向運動量判定
　Look Up Tableの⊿R-⊿Φ空間における

運動量判定の概念図
Coincidence Matrixをををを

LUTにににに記憶出来記憶出来記憶出来記憶出来るるるる記憶容量記憶容量記憶容量記憶容量
＆

書書書書きききき換換換換ええええ可能可能可能可能ななななシステムシステムシステムシステム
＆

高速演算処理高速演算処理高速演算処理高速演算処理
以上がSector Logicに要求される能力

・Coincidence Matrixを作り
⊿R、⊿φから6段階のpT判定を行う

・測定する物理に応じて
Coincidence Matrixをををを変更変更変更変更
・LUTとしてこれをとしてこれをとしてこれをとしてこれを実装実装実装実装

FPGA　Xilinx VirtexⅡ

LUT最大容量(kb) CLB

720(80%) 1280(36%)
1728(96%) 3584(28%)XC2V3000

XC2V1000

VirtexⅡ

※括弧内は現在使用されている割合
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Forward ： VirtexⅡ XC2V1000

Endcap ： VirtexⅡ XC2V3000



Sector Logicのののの設置設置設置設置

ATLASのCOUNTING ROOMに設置完了

・宇宙線コミッショニングランでトリガートリガートリガートリガー
ラインラインラインラインにににに参加参加参加参加

・・・・宇宙線宇宙線宇宙線宇宙線コミッショニングランコミッショニングランコミッショニングランコミッショニングラン専用専用専用専用のののの
LUTをををを搭載搭載搭載搭載

・正常に動作する事を確認



Sector Logic
・演算処理
　FPGA　VirtexⅡ

・Input ： Glink( Input )

・Output
　NIM Out (Self Trigger)

　LVDS paraｌｌel( to MuCTPI )

　LVDS serial (Read Out)

・40MHzのCLKで動作処理を行う。

・1枚のSLで2トリガーセクターを処理

・Endcap 48枚

Forward  24枚

合計72枚

Glink Input

LVDS parallel(SL to MuCTPI)

FPGA VirtexⅡ

（演算処理）

LVDS serial (Read Out)

NIM Out

Sector Logic (Endcap)



Sector Logicののののトリガートリガートリガートリガー生成過程生成過程生成過程生成過程

　入ってきた信号のデコードを行う。

Coincidence Matrixをををを用用用用いていていていて、、、、トラックトラックトラックトラック毎毎毎毎ののののpT判定判定判定判定をををを行行行行うううう。。。。

pTのののの高高高高いいいいトラックトラックトラックトラック2つつつつを選別する。

各出力先に送る信号の整理を行う。

Decoder

Encoder

Coincidence

Matrix

(Pt 判定)

Track Selection

Trigger line input

Read Out

MuCTPI



Mask

ROI Mask

Mask

・特定のトリガー信号を遮断する
かどうかを選択する。

・問題問題問題問題がががが発生発生発生発生したしたしたした部位部位部位部位からのからのからのからの信信信信
号号号号をををを遮断遮断遮断遮断するするするする目的で使用される。

Decoder

Encoder

Coincidence

Matrix

(Pt 判定)

Track Selection

Trigger line input

Read Out

MuCTPI



Prescaler

ROI Prescaler

Signal

Prescaler

Counter

Mask

VME Access

目的目的目的目的
　コミッショニングランにおいてビームハロービームハロービームハロービームハローをををを
トリガートリガートリガートリガーするするするする際際際際にη分布を均一化するために
使用する。

Next Step

Decoder

Encoder

Coincidence

Matrix

(Pt 判定)

Track Selection

Trigger line input

Read Out

MuCTPI



Scaler

Signal

Scaler

VME Access

Timer

Next Step

Reset signal

・トリガーレートを測定する。
・安定動作安定動作安定動作安定動作しているかどうかのしているかどうかのしているかどうかのしているかどうかの確認確認確認確認

・10秒間に信号が入った回数を数える。
・VMEから値を読み出し、データベースデータベースデータベースデータベースにににに

記録記録記録記録するするするする。。。。Input Scaler

Trigger Scaler
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結果
・Sector Logicのインストールが完了。

・基本的な機能は既に搭載済。

・宇宙線テストでトリガーシステムに組み込まれ、

正常に動作する事が確認された。

・現在は宇宙線テスト用LUTを搭載。

まとめまとめまとめまとめ

課題
１：必要に応じてSector Logicの機能を追加する。

２：LUTをビーム実験用に変更する。


